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個性豊かで、なめらかな美肌に仕上がる、微粒子粉体塗料「ビリューシア®」。
揮発性有機溶剤を含まない粉体塗料は、人にも環境にもやさしいペイント。ところが粒子が大きく、塗装面が凹凸になるのが悩みでした。
それを解決したのが、微粒子粉体塗料「ビリューシア®」。溶剤塗料にも匹敵するなめらかな仕上がりのうえ、必要な色を必要な量だけ
調色できる「粉体調色システム」により、あらゆる色のニーズに短期間で対応。環境にやさしい粉体塗料の活躍の場を広げています。
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平成 26 年度サポイン採択テーマ「泡と微生物を利用した

VOC 高効率補修・高分解塗装ブース」の開発について
統括代表研究者　田辺　直 *

日本パウダーコーティング協同組合事務局

環境に関する基礎知識

*（有）田辺塗工所　代表取締役

１．はじめに
　中小企業ものづくり高度化法（サポイン）は平成
18 年４月 26 日に「中小企業ものづくり基盤技術の高
度化に関する法律」が公布され、同年６月 18 日に施
行されました。このときは特定ものづくり基盤技術と
しては 20 技術で塗装は入っていませんでした。
　その後、関係者の努力で平成 24 年 2 月 24 日経済産
業省のホームページに、中小企業ものづくり高度化法
に基づく塗装に係る指針（案）についてパブリックコ
メントの募集の方法及び塗装技術に係る中小企業の特
定ものづくり基盤技術の高度化同年に関する指針が公
表され、同年４月 12 日付で冷凍空調と共に塗装が官
報告示され合計 22 分野となりました。
　特定ものづくり基盤技術「塗装」の１年目では身近
な所で IPCO（国際工業塗装高度化推進会議）で環境
技術分科会会長をされてます窪井要氏が社長の（有）
久保井塗装工業所において『放熱特性を向上させる周
期的凸凹構造を持つ立体塗装技術の開発』の題目で採
択を受けられ３年後の平成 27 年３月に終了されまし
た。
　平成 26 年度の募集からは 22 の基盤技術が整理され
て 12 技術になり、塗装は「表面処理に係る技術」の
中に組み込まれることになりました。12 技術となっ
た最初の年に今回報告致します（有）田辺塗工所（田
辺 直社長）において『VOC 排出量減と塗装コスト削
減を同時に実現する「泡と微生物を利用した VOC 高
効率補修・高分解塗装ブース」の開発』の題目で採択
を受けられ、本年度は最終年度を迎えています。
　その後、平成 27 年度には一回目のサポインを終了
された（有）久保井塗装工業所が『サブ μm の機能表
面を形成し抗菌性能を最適化する塗装技術の開発』の
題目で二回目の採択を受けられました。
　また本年度（平成 28 年度）は（株）ヒバラコーポレー
ション（小田倉 久視社長）が日本パウダーコーティ
ング協同組合会員企業において初めて『IoT 活用によ
る遠隔地多品種少量生産対応型塗 装システムの開発』
の題目で採択を受けられました。
　今回はアドバイザーとして参画した（有）田辺塗工
所の『VOC 排出量減と塗装コスト削減を同時に実現
する「泡と微生物を利用した VOC 高効率補修・高分
解塗装ブース」の開発』についてサポインの実施例と
してサポイン３年目の途中段階ではあるが経過も含め
て報告します。

２．（有）田辺塗工所におけるサポイン事業の
体制等について

①実施時期：平成 26 年９月～平成 29 年３月（本年度
は最終の３年目）

②事業管理機関及び代表者
事業管理機関；公益財団法人新潟市産業振興財団
総括研究代表者；（有）田辺塗工所　田辺 直
副総括研究代表者；学校法人新潟工科大学教授　竹

園 惠
③研究開発体制

監督官庁：経済産業省　関東経済産業局
事業管理機関：公益財団法人新潟市産業振興財団
研究実施機関： （有）田辺塗工所、（株）吉田工業、

津島屋鐡工所
研究実施機関：学校法人新潟工科大学
アドバイザー： アネスト岩田（株）、パーカ－エン

ジニアリング（株）、東和酵素（株）、
日本塗装機械工業会、日本パウダー
コーティング協同組合

* アドバイザーの役割は製品の市場適合性向上に向
けた助言等である。

３．研究開発の概要
　研究開発の概要としては図１を参照いただきたい。

４．研究開発の目標と全体のスケジュール
　研究開発の目標はメラミン樹脂塗料で、①塗料ミス
ト塵埃排出率を 80％以上削減（従来捕集率 97％⇒目
標捕集率 99.5％）② VOC 排出率を 50％以上削減 ③
ランニングコストは自社工場におけるメンテナンス費
+ 消費電力で 1/2 以下（従来 85 万円 / 年⇒目標 35 万
円 / 年）
　また、粉体塗料で塗料塗着効率を 20％向上（従来
塗着率 60％⇒目標塗着率 80％）とした。
　全体のスケジュールは平成 26 年９月から平成 29 年
３月までで、現在最終の３年目の半ばを迎えている。

（図２参照）

４．研究開発結果報告
（1） 塗料ミスト・塵埃・VOC を効率的に捕集する泡

の生成条件と破壊手法の検討
①泡の生成条件の検討
　目的は泡生成をコントロールするために各種条件と
泡生成の関係性を明らかにすることで、これまでにレ
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図１　研究開発の概要図

図２　開発のスケジュール

プリカ用泡ブースを使用して、泡発生器により一様な
泡が連続して生成する条件、異なるサイズや量の泡が
生成する条件について検討を行ってきた。この結果細
かい均一な泡の条件を見出すことができた。
②泡による塗料ミスト・塵埃・VOC 捕集能力の把握
　目的は泡による塗料ミスト・塵埃・VOC の捕集能
力を明らかにすることで、その結果レプリカ用泡ブー
スにおける塗料ミスト・塵埃の捕集率について従来よ
り高い捕集率を実現できた。今後は泡による VOC 吸
収性能の測定が行なわれる予定である。

③泡の破壊方法の検討
　目的は消泡性の高い消泡装置の設計で、消泡装置の
設計条件と消泡後の泡密度の関係の把握を改良レプリ
カ用泡ブースで行ない運転条件を見定めている。

（2） 泡発生器、スクリーン、移送機構、消泡機、VOC
処理槽設計技術の開発

　①泡発生器については最適な泡の効率的な生成を実
現することを目的として形状改善を図る、②スクリー
ンについては均一な泡を流下させるためスクリーン形
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粉体塗料・塗装の総合専門書として長きにわたり、多くの方々にご愛読いた

だいております『粉体塗装技術要覧』の改訂版が 2013年 12月、日本パウダー

コーティング協同組合（JAPCA）監修のもと、満を持しての発刊となりました。

今回、粉体塗料・塗装機・（前処理を含む）塗装工程のすべての内容を刷新。既

に粉体塗装を手がけられている方はもちろんのこと、これから導入をご検討さ

れる方にも、必ずやお役に立つことでしょう！ 

ＮＥＷ 粉体塗料・塗装の専門家が集結！ 改訂第４版はここが違う！！ 
①国内外の塗料メーカーの粉体塗料製品について、多数の情報を紹介 

②各種粉体塗料の塗膜性能について、被塗装物ごとの最新耐久データ表を収録 

③粉体塗装用のハンドガンユニット・ブースから乾燥炉まで各社の最新製品を掲載 
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改 訂 

第 4版 発刊！ 

状の改善について検討する、③移送器については泡を
効率的に消泡機へ導くために移送手法、経路の見直し
を行う、④消泡機については消泡機の形状、設置数、
設置位置の最適化により泡を効率的に破壊する検討を
行う、⑤ VOC 処理槽（図３）については VOC 分解
微生物の最適な生育環境を実現する形状、条件を検討
し設計・製造を行う。

（3） （2）の開発機器と上下圧送構造を用いた試作機開
発と実使用環境下での性能評価

①試作機の開発
　（有）田辺塗工所内に試作機（ライン）を設置し、
実作業試験・運転を行い、各工程及びその組み合わ

せについての検証及び各機器へのフィードバックを
行っている。
②評価試験の実施
　実使用環境下での性能評価を実施した結果、これま
でに消費電力について、従来ブースと比べ大きな削減
効果があることがわかった。

５．今後（28 年度末まで）
① VOC 処理にかかる消費電力やメンテナンス費の確

認を行いながら、更なるランニングコストの削減
を行って行く。

② VOC・塗料ミスト・塵埃捕集率・VOC 分解率の測定。
③ ユーザーにおいてデモ機の実使用をしていただく

ことにより、実使用環境下での性能評価の実施。
④ 販路開拓（デモ機での実使用テスト、商品 PR 等）

６．おわりに
　この研究開発については、サポイン残り約半年間で

「５．今後」にもあるような各種データ取り、更なる
評価、販路開拓がなされる予定です。この研究開発に
取り組まれている方々の最後のひと踏ん張りを期待致
します。
　また、今回この研究開発のアドバイザーとして参画
した経験も踏まえ、今後サポインの採択を受けられた
企業の参考になればと三年目の途中でありましたが掲
載させていただくことにしたことを付け加えて終わり
と致します。

図３　現在の VOC 処理槽
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新自動認識技術「デジタルマーク」紹介
～ラベルを利用した生産工程の管理につなぐ～

白石　公郎 *

トピックス

* 株式会社サトー

1．はじめに
　今回紹介する新自動認識技術「デジタルマーク」は
汚れ・傷に強くシンボルの一部が欠けても読み取るこ
とができる。この特徴を最大限に活かして塗装工程の
管理に対応する。
　弊社のビジネスドメインと取組内容について紹介す
る。

　1.1　自動認識システムのサトー取組
　「情物一致」人・物情報を繋ぐをコンセプトに「現
場力」で３つの標準に対応する（図１参照）。
①	業界標準システム
・・・	商取引におけるEDI化をはじめ物の検品等

に関わる基準へ対応
②	コンピューター標準
・・・OS、インターフェース等への対応
③	現場作業の標準化
・・・各企業の個別環境における作業基準を構築
　この３つの標準で最も注力するのは「現場作業の標
準化」である。

　1.2　アパレル、小売、医療等の多く業界に対応
　各業界の千差万別な商品へのラベル貼付けは運用に
最適なものが必要であり、業界毎に定められてきた。
これらに対応した経験、ノウハウを活かし塗装業界・
各企業の目的・現場に応じた最適な提案を進める。

2．新自動認識技術「デジタルマーク」紹介
　2.1	 汚れ・傷に強くモジュールの一部が欠けて

も読み取ることができる。
　塗装工程での被塗物固有のトレースは塗料における
汚れのため従来の自動認識技術では具現化は難しい。
そこで「デジタルマーク」の汚れ・傷に強い特徴を最
大限に活かし具現化に対応する（図２参照）。
●従来の自動認識技術では実現できないと諦めていた
「潜在ニーズ」に対応（図３参照）
＊自動認識運用では読取率を維持することが重
要！！

●デジタルマーク耐環境性比較
①QRコードとデジタルマーク「汚れA」読取比較
　シンボルの黒 100％に対して、下地の白 100％が損
なわれることを想定

②QRコードとデジタルマーク「汚れB」読取比較
　シンボルの黒 100％が何らかの影響で薄くなること
を想定

３．	デジタルマークと特殊ラベルの組合せの
可能性（図４参照）

　3.1	 粉体塗装工程での被塗物固有のトレース課
題と解決提案

●ニーズ：洗浄、乾燥、塗装、250℃／30分の焼付乾
燥炉そして冷却工程を経てき被塗物の①固有識別、
②記録、③次工程への仕分け、の効率化

●課題：①ラベル基材（紙ベース）では 250℃／30分

図１
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図４

図２

図３
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図５

焼付乾燥炉では耐えられない。
②従来のバーコードではモジュールの一部が消され読
取確率が極端に低い。

●解決提案　→　「デジタルマーク」＋「特殊ラベル」
の組合せで解決	→	進捗中

　3.2　電着塗装工場での課題への取組（図５参照）
①一連の作業効率向上と作業標準化→被塗物受入～工
程投入～検査・出荷検品
＊狙い！→「省力・正確」及び経験に頼らない「作
業・運用基準」の確立

②事務の合理化→Webシステムによる受注・生産計
画～請求業務
＊狙い！→受注情報を活用した「生産計画」と「事
務処理の合理化」

③塗装工程進捗管理の自動化→自動認識技術AID活
用で塗装条件の自動制御　等
＊狙い！→ラインの運転効率向上

４．最後に
　本取組において積極的なチャレンジと共に結果の共
有を関係各位、企業と可能な限り進め改善に繋ぐこと
とする。

　弊社、（株）サトーは微力ながら塗装業界のお役に
立てればとの思いでございます。
　今後とも関係各位のご支援、ご鞭撻の程お願い申し
上げます。

５．事務局より
　昨年２月に白石様が当パウダー協事務所にお出でに
なり「デジタルマーク」についてご説明をされ大変興
味を持ちました。その後紆余曲折があり、国際工業塗
装高度化推進会議（IPCO）にて検討が始まり、（株）
小泉塗装工業所様の電着ラインにおいて実際に検討が
行われることになりました。その後、今年の平成 27
年度補正「ものづくり・商業・サービス新展開支援補
助金を取得され現在同社にて本格的な検討が行われて
います。
パウダー協としては粉体塗装研究会セミナー 28-3 及
び今年の８月 31日の北海道支部セミナーにおいてご
講演いただきました。
　今回パウダー誌にも掲載して組合員の皆様方へ広く
お知らせすることに致しました。
　第二弾として来年の春季号くらいで（株）小泉塗装
工業所様における実際の検討結果についてご報告した
いと考えています。
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パウダーコーティング　Vol.16 No. 4

粉体塗装、粉体塗料の関連報文、公開特許から見る

技術動向（2016 年前半）
日本パウダーコーティング協同組合　事務局

表１　報文の分類結果

隔号掲載

日　本 米　国 英　国 蘭　国 独　国 スイス 合　計
Ⅰ基本研究 12 1 2 15
Ⅱ粉体塗装 ･ 被塗物 4 1 1 3 3 12
Ⅲ塗装機 ･ 装置 2 2 4
Ⅳ塗料 ･ 原料 ･ 処理 9 4 2 1 16
Ⅴ技術総論 9 9
合計 36 4 2 5 6 3 56

　2016 年度の粉体塗装研究会セミナー（第１回～３
回）において「粉体塗装」Volume 42（No. 1，No. 2，
No. 3）で紹介された粉体塗装、粉体塗料関連の世界
最新情報（15年11月～16年４月発行分）は56件であっ
た。また同時に紹介された公開特許速報（15 年 11 月
～ 16 年４月）は 21 件であり、その内訳は塗装関連
10 件、塗料関連 11 件であった。なお同時期に特許化
し特許公報されたものは 10 件（塗装８件、塗料２件）
であった。
　紹介された報文要約をもとに内容を５分野に分類
し、塗装現場で役立つ情報の提供を念頭に報文を選定、
サマリー化し記載した。

１．世界の最新情報（報文）の内容調査と分類
　56 報文につき 内容別の分類、発表先（国別）など
で区分し表１に記した。
　今回掲載された内外 56 報文の内訳を整理すると以
下のようになる。

（1） 56 件中の国内発表が 36 件と 60％強を占める。中
では基本研究部分が 12 件と多く、塗料原料、総論
も各９件と割合的には多かった。外国ではドイツ
が６件、オランダが５件と比較的多く、分野的に
は塗料と塗装に関するものが多かった。

（2） 塗装機・設備関係及び塗装関係の報文が全体的に
少なかった。

（3） アルミ建材関係（処理、塗料、塗装、基本研究）
の報文が 19 件と多く、全報文の 30％強を占める。
大部分はフッ素系塗料、フッ素ハイブリッド系塗
料に関するものである。

　また、粉体塗装関連特許速報及び特許公報では、
（1） 富士ゼロックス（株）の塗装・塗料に関する特許

速報が全 21 件中７件と 1/3 を占めている。
（2） アイシン精機（株）（特許速報は１件、公報は２件）、

旭硝子（株）関連（特許速報２件、公報１件）の２
社から比較的多く出されている。

２．塗装現場で役立つ報文の紹介 
　2.1　粉体塗装の被塗物・塗装現場関連
1） 粉体塗装のクオリコート認証ライセンス工場の工

程管理の実際　後藤義光（マルシン松伏工場）ア
ルトピア　Vol. 45, No. 10, Page 16-22（2015.10.15）

 2014 年 4 月にクオリコートライセンスを認証取得
した（株）マルシン松伏工場における建材用アルミ
ニウム合金の粉体塗装における工程管理の実際を
紹介。

2） 塗装現場レポート最前線　飽和ポリエステル樹脂
粉体塗装をはじめとする加工・処理技術　塗装技
術　Vol. 54, No. 11, Page. 57-68（2015.10.01）

 （株）川熱で行われている飽和ポリエステル樹脂粉
体塗料を用いた流動浸漬塗装や静電粉体塗装，金
属表面処理，熱処理などの技術の紹介。

　2.2　塗装機設備関連
1） 高品位塗装の為の塗装機器・設備・周辺技術ハン

ドブック　第 2 章　塗装機器・設備　自動静電
粉体塗装システムの開発動向と用途展開　村井浩
樹、河添勝年（日本パーカライジング）　塗装技術　
Vol. 54, No. 12, Page. 99-103（2015.10.29）

 粉体塗装における色替え高速化への取組　栁田健
三（旭サナック）塗装技術　Vol. 54, No. 12, Page. 
87-93（2015.10.29）

 日本パーカライジング（株）の新型静電粉体塗装
機「GX8500αβ」及び短時間色替えブース「パーカー・
カラ―・チェンジ・ブース」の紹介と旭サナック（株）
にて新しく開発した新型粉体高速色替え塗装シス
テムの紹介をしている。

　2.3　塗料関連
1） 最新のアルミ建材用粉体塗料の動向～地球環境負

荷が少ない熱硬化型ふっ素粉体塗料の開発と応用
展開～　江畑志郎、斎藤俊（旭硝子）アルトピア　
Vol. 45, No.10, Page. 5-15（2015.10.15）

 熱硬化型ふっ素粉体塗料の VOC 発生量の優位性と
環境影響の低減効果等について概説。また、旭硝
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子にて販売する熱硬化型ふっ素粉体塗料「ルミフ
ロン」の施工例や塗膜の親水性 / 撥水性の改質・
改善処方の開発事例の紹介をしている。

2） 企業によるバイオマス系化成品の開発　植物由来
グリコールを原料としたバイオマス粉体塗料の開
発　齊藤健太（岡村製作所），賀来群雄（デュポン），
前田保博、川村圭介（日本ユピカ）　Bio Ind　Vol. 
32, No. 9,Page. 29-35（2015.9.12）

 （株）岡村製作所が製造しているスチール什器の被
覆材として開発した「バイオマス塗料」について
紹介している。

3） 環境に特化した粉体塗料 - 環境対応型粉体塗料につ
いて -　楠本雅彦（久保孝ペイント）　静電気学会
誌　Vo. 39, No. 3, Page. 121-126（2015.05.31）

 国内で使用されている熱硬化性粉体塗料の使用状
況、今後予想される錫規制強化対応塗料の開発、
ヤニの発生を抑えた無煙タイプ粉体塗料の開発及
び開発した高日射反射率粉体塗料の塗膜性能試験
結果の紹介。

4） 新しい粉体塗装材料，ポリエチレンベース・三元
ナノコンポジット粉体塗料 NTAC-3G　日鉄住金
防蝕　パウダーコーティング　Vol. 15, No. 3, Page. 
31-34（2015.10.15）

 日鉄住金防蝕（株）が開発した新規粉体塗料（ポリ
エチレンベース・三元ナノコンポジット粉体塗料）
の紹介。低密度ポリエチレンを海相とし、熱可塑
性エラストマを島相を均一分散させることによっ
て両相の間に強固な化学結合を持たせた海島構造
を特徴とする。

5） 超臨界二酸化炭素を用いた粉体塗料の合成と粉体
生成 

 BOCHON, I., PETERMANN, M., KARETH, S., J 
Supercrit Fluid, Vol. 96, Page.324-333（2015.01） オ
ランダ

 溶媒として超臨界 CO2 を使用して粉体塗料の重合
と微細化の統合連続プロセスを報告。アクリル系
粉体塗装用の熱硬化材料のための高分子系として
グリシジルメタクリレート、メチルメタクリレー
ト及びスチレンからなるアクリル樹脂を選択して
いる。

　2.4　その他
1） クロムフリー系化成皮膜処理の日常管理　古川

淳司（日本シー・ビー・ケミカル）　アルトピア　
Vol. 45, No. 10, Page.23-26（2015.10.15）

 関連：アルミニウム合金用クロムフリー系化成皮
膜処理も品質管理　パウダーコーティング　Vol. 
15, No. 3, Page. 6-9（2015.10.15）

 EU を起源とするクロムフリーの規制の概要、クオ
リコートに基づくエッチング条件及び量の管理基
準の説明他について解説。また日常管理について
の紹介をしている。（アルトピア）

2） 2016 年　社会が求める建築仕上技術　社会が求め
る建築仕上材料・技術～ 2016 年と未来～　奥田章
子（大林組）　月刊建築仕上技術　Vol. 41, No. 486, 
Page. 44-45（2016.01.01）

 建設業界に関係の深い社会情勢を表すキーワード

を挙げ、それらに対応した建築仕上材料・技術開
発の必要性を四つのキーワードから述べられてい
る。

３．まとめ
　今回のまとめとしては基礎研究、塗料、塗装等全般
にわたって軽金属製品協会、クオリコートジャパン、
建築仕上学会、アルミニウム合金材料工場塗装工業
会、当組合等が関係するアルミ建築建材分野の報文が
目立った。
　このところ多かった塗装機・塗装設備に関するもの
が少なく、この分野の新製品開発は一段落し、次の開
発に注力されているものと思われる。
　平成 28 年度もこの号が発行される時は半年が終了。
近々３年の４～７月を比較すると粉体塗料の生産量は
減少傾向、販売量は平成 26 年に比較して増加、平成
27 年度とはほぼ横ばいの状態と言える。
　このようなデータの中、今期に入っての当組合の各
種会合時の情報交換の中では、昨年に比べ景況感が落
ちて来ているというご意見が多いので今後の推移を見
守って参りたい（表２参照）。
　また、平成 28 年春季号での報告の中で、暦年統計
と年度統計がかなり異なり、暦年では 27 年は 26 年に
比べて大きく粉体塗料の生産量が減少していた。この
６月に工業統計の修正版が出たことにより大幅減少の
原因（統計の取り方？）が判明した（表３参照）。

表２

粉体塗料生産量〔トン〕（熱可塑型含む）

4 5 6 7 ４ヶ月
合計

平成 26 年 3081 2805 3039 3251 12176
平成 27 年 3108 2618 3165 2908 11799
平成 28 年 2873 2574 2971 2793 11211
粉体塗料（出荷）販売量〔トン〕（熱可塑含む）

4 5 6 7 ４ヶ月
合計

平成 26 年 3603 3291 3519 3826 14239
平成 27 年 3780 3532 4196 3766 15274
平成 28 年 3856 3544 3947 3718 15065
参考データとして経産省工業統計を使用（日塗工統計）

表３

暦年

Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 27
修正

粉体塗料生産量 34683 37872 31848 35567
粉体塗料販売量 40573 44281 44465 47722
年度　

Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 27
修正

粉体塗料生産量 35801 35231 34163 35809
粉体塗料販売量 42318 44289 45099 47066

〔トン〕
参考データとして経産省工業統計を使用（日塗工統計）
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労働安全衛生法改正に伴い、パウダー協でも「粉体塗装火災防止入門」及び粉

体塗装火災防止リスクアセスメント」を作成 

 
平成28年6月 1日施行で労働安全衛生法が改正され、一定の危険有害性のある化学物

質（640 物質）について １． 事業場におけるリスクアセスメントが義務づけられました。2. 譲

渡提供時に容器などへのラベル表示が義務づけられました。 

このリスクアセスメントは健康障害リスクアセスメントと火災リスクアセスメントに分けられ、国

際工業塗装高度化推進会議（ＩＰＣＯ）の中にて色々と討議・検討が行われました。 

健康障害リスクアセスメントに関してはＩＰＣＯメンバでもある三菱テクノリサーチ社の方で

厚生労働省の委託を受け、『化学物質の GHS ラベルを活用した「HOW TO 職場の安全

衛生教育」講習会』を全国の会場で１２回、９月１４日～１２月１日まで行っておられます。

下記アドレスにてご確認下さい。（JAPCA News でもご連絡済） 

 https://www.mctr.co.jp/koshukai_label/ 

火災リスクアセスメントに関してはＭ総研の方でまとめられたものはあるのですが、コンビ

ナート火災の様な大きなものに対応しており大変難解であることがわかったので、ＩＰＣＯで

は安全技術分科会で溶剤を中心とした火災リスクアセスメントに取組み、労働安全衛生総

合研究所の協力を得て作成されました。 

その後、粉体塗装に関しても火災リスクアセスメントを作成することになり、パウダー協の 

ＪＡＰＣＡ ＲＯＯＫＩＥＳ（青年部会）を中心にまとめられました。 

２０１４年の東京都が作成した「溶剤塗装の火災防止入門」の粉体塗装版の作成と「粉体塗

装火災リスクアセスメント」からなっています。 

「粉体塗装の火災防止入門」については情報誌部分に掲載、組合便りではもう一つの「粉

体塗装火災リスクアセスメント」を掲載致します。 

尚、この冊子での「粉体塗装の火災防止入門」「粉体塗装火災リスクアセスメント」はご覧に 

なりにくい部分もあることからパウダー協ホームページに１０月下旬にアップ致します。 

また、「粉体塗装研究会セミナー」「各支部会におけるセミナー」等で会員の皆様方へ幅 

広くご報告させていただきます。 

この粉体塗装火災リスクアセスメントの大元となる「溶剤リスクアセスメント」資料につい

ては平成２９年新年号で参考資料として掲載致します。また、パウダー協ホームページの方

には１０月下旬に先にアップ致しますのでご覧ください。（ＩＰＣＯ窪井環境部会長講演資料） 

ちなみに東京都作成の「溶剤塗装火災入門」は次のアドレスからご覧になることができま

す。 https://www.kankyo.metro.tokyo.jp/air/attachement/26summer0723_2.pdf 

                                 事務局より 

組合便り１ 

https://www.mctr.co.jp/koshukai_label/
https://www.kankyo.metro.tokyo.jp/air/attachement/26summer0723_2.pdf
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粉体塗装：　火災リスクアセスメント実施マニュアル
(小さい文字でわかりにくい部分はホームページにアップしたものを
　ご覧ください。）

№ 用語 英語 意味

1 危害 Harm 「 人への害（ 身体的障害、 健康障害、 死亡） 」 と 「 財産・ 環境への害」

2 危険源 Hazar d 「 危害（ Harm） 」 の潜在的な源

3 リ スク Ri sk 「 危害の発生確率」  と  「 危害の程度」  の組み合わせ

4 リ スク 分析（ 見積） Ri sk Anal ysi s 「 危害」 を特定し 、 「 リ スク 」 を見積も るこ と

5 リ スク 評価
Ri sk
Eval uat i on

「 リ スク 分析（ 見積） 」 し 「 許容可能レベルに到達し たかどう か」 を判定するこ と

6 リ スク アセスメ ント
Ri sk
Assessment

「 リ スク 分析」 し 「 リ スク 評価」 するこ と

7 リ スク レベル Ri sk Level 「 リ スク 」 の大き さ をⅠ（ 小） 、 Ⅱ（ 中） 、 Ⅲ（ 大） の３ 段階に分類し たも の

8 リ スク 低減措置
Ri sk
Reduct i on

リ スク レベルを下げるための「 本質安全対策」 「 工学的対策」 「 管理的対策」

9 リ スク レベルⅠ Ri sk Level Ⅰ 「 必要に応じ て」 リ スク 低減措置を実施すべき リ スク がある（ 許容レベル）

10 リ スク レベルⅡ Ri sk Level Ⅱ 「 速やかに」 リ スク 低減措置を講ずる必要のあるリ スク がある（ 許容レベル）

11 リ スク レベルⅢ Ri sk Level Ⅲ 「 直ちに」 解決すべき 、 または「 重大な」 リ スク がある　 （ 非許容レベル）

12 リ スク マネジメ ント
Ri sk
Management

「 リ スク アセスメ ント 」 を実施し 、 結果に基づく 「 リ スク 低減戦略」 を実施するこ と

13 引き 金事象 Tr i gger  Event 「 危険源」 のリ スク を顕在化さ せる「 事象（ 事故につながる一連の現象） 」

14 シナリ オ
Hazar d
Scenar i o

「 危険源( Hazar d） →引き 金事象→中間事象→結果事象（ 災害） 」 の一連の過程

15 残留リ スク Resi dual  Ri sk 実装可能なリ スク 低減措置が無い、 または許容可能と し て残留し たリ スク

16 多重防護
Mul t i pl e
Pr ot ect i on

異常発生防止／異常発生検知／事故発生防止／被害の局限化を複数用いるリ スク 低減戦略

資  料 

２．リスクアセスメント用語 
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平成２８年７月－９月の主な組合活動報告 

 

１．日本パウダーコーティング協同組合活動報告 

１） 第８５回理事会（札幌） ９月１日 出席理事 ８名、監事 ３名で成立 

    議事録については次頁以降を参照下さい。 

２） クオリコート委員会（軽金属製品協会にて） ７月２１日，９月１３日 

  ３） ＩＰＣＯ〔国際工業塗装高度化推進会議〕（塗料報知新聞社会議室） ８月２４日 

  ４）支部関係 

   ① 北海道支部主催セミナー（ＩＰＣＯ協賛） ８月３１日 札幌第一ホテル 合計２６名  

   ② 東京支部 支部三役会合  今年の工場見学会、合同部会日程調整 

      １０月２６日 ㈲田辺塗工所様工場見学会 １２月 13 日 合同部会     

  ５） 他団体総会他 

   ① ７月２９日   軽金属製品協会主催セミナー 日本教育会館 

   ② ９月１３日  日本工業塗装協同組合連合会総会（埼玉県大宮パレスホテルにて） 

   ③ ９月３１日   岡久工業塗装技術セミナー２０１６（旧日本海セミナー） 三条市 

          ＩＰＣＯ等協賛  

       

北海道支部主催セミナー風景 

   

  村田支部長の挨拶         セミナー風景        ㈱サトー白石様講演 

   

㈱小泉塗装工業所 小泉氏講演   大日本塗料㈱心水氏講演      ＩＰＣＯ窪井環境部会会長講演 

 

組合便り ２ 



33 
 

２．第８５回理事会議事録 

(1)召集年月日 ： 平成２８年 ６月 ８日 

(2)開催日時及び場所 ： 平成２８年 ９月 １日（金）午後３時３０分―午後５時 

札幌第一ホテル 札幌市中央区 南７条西 1丁目１２－７ 

(3) 理事･監事の数及び出席理事･監事の数並びにその出席方法： 

    理事の数８名 監事の数３名  出席理事の数   １５名の内 ８名本人出席 

出席監事の数    ３名の内 ３名本人出席 

(4) 議長の氏名 ： 渡邊忠彦 

(5) 議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名 : 福田良介 

(6)議事経過の要領及びその結果 ： 

議題 

 （１） 承認事項    組合員及び賛助会員入退会について（決議） 

 １） 組合員入退会 

   ・ 平成２８年４月 － 平成２８年８月末新規加入組合員  １ 社 

      ダイニッカ㈱ 神奈川支店 平成２８年３月６日入会届受理、正式には 

４月１日付 神奈川県厚木市金田 1136（本社： 東京都中央区八丁堀 1-9-5） 

  ・ 平成２８年４月 － 平成２８年８月末退会連絡組合員  １ 社  

     ㈱松本現色化学工場 平成２８年６月退会届受理、正式退会は平成２９年 

３月３１日付となる。 

（承認決議） 

  ダイニッカ㈱神奈川支店様は第８４回理事会で既に承認済。㈱松本現色化学工場 

様の退会届けに関して審議の結果、出席者全員一致で平成２９年３月３１日付の 

退会が承認された。 

 ☆会員数 ： 平成２８年８月３１日現在 

         組合員   ４８社、 賛助会員  ２２社   合計 ７０社 

（２） 報告事項 

① 第２１期４月 － ８月活動報告 

      ・ 第８４回決算理事会（ ４月１５日 名古屋キャッスルプラザ） 

     ・ 第２０回通常総会（ ５月１９日 メルパルク東京）  

     ・ パウダーコーティング誌編集委員会（７月２２日） 

     ・ 粉体塗装研究会セミナー（ ４月１２日、６月１４日）  

     ②  対外活動  

       ・ 第６６回東京工業塗装協同組合総会（ ５月２０日） 福田 

       ・ 一社）軽金属製品協会総会（ ５月２５日） 小澤理事、福田 

・ ＩＰＣＯ（国際工業塗装高度化推進会議）総会（ ６月２２日） 

 高橋監事、福田 
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    ・ ＣＥＭＡ（日本塗装機械工業会）総会（ ６月２４日） 渡邊理事長、福田  

    ・ 全国中小企業団体中央会総会（ ６月３０日） 福田 

       ・ 日本エルピーガス審査登録運営委員会（ ６月２９日） 福田 

    ・ クオリコート委員会（ ４月１３日、６月１日、７月２１日） 小澤理事、

古川、後藤、福田 

    ・ ＩＰＣＯ環境技術部会（ ４月２１日、６月２２日、８月２４日）  

高橋監事、福田他 

    ・ ＡＢＡ（アルミニウム合金材料工場塗装工業会）中部セミナー 

（ ４月１５日）福田他多数参加 

    ・ スガウエザリング財団表彰式＆懇親会（ 4 月２８日） 福田 

    ・ 建築仕上学会セミナー（ 6 月２３日） 福田他 

    ・ サポイン外部運営委員会（ ７月２８日 新潟） 福田 

    ・ 軽金属製品協会主催セミナー（ ７月２９日） 福田他多数 

  （３）第２１期予算と８月３０日現在の実績報告 

（４） その他 

  ①  今年の海外視察研修旅行に関しての報告 参加者１８名(９月３０日現在２２名に) 

    訪問先 ： ベトナム・ホーチミン市  案内書及び名簿で説明     

  ② 今後の海外視察研修旅行に関して 

    来年度以降の海外視察研修旅行に関して事務局より現在考えている案を口頭報 

告後、第８６回理事会に正式な提案として提出することで了解を得た。 

  ③ ＩＰＣＯ報告 高橋監事よりＩＰＣＯで主に進めている事柄及びリスクアセスメントに 

ついて現状報告がされた。 

④ 各支部報告 

大阪支部  長谷川支部長より１０/２８のＣＥＭＡセミナーに参加する旨の報告。 

  東京支部  板橋支部長より１０/２６に支部工場見学会で新潟の㈲田辺塗工所様 

を訪問する旨の報告。また合同部会は１２月に行うことも報告。 

（合同部会 １２月１３日） 

  北海道支部 村田支部長より８/３１の支部主催の北海道セミナーについて報告 

がされた。（参加者 ２６名、内北海道サイドは１６名） 

  ⑤ ＡＢＡ報告 近藤監事（ＡＢＡ専務理事）より仙台で行うセミナーの件及びＡＢＡの現 

状についての報告が行われた。 

＊報告事項に関する審議については出席理事、監事全員の賛同が得られ、全ての審 

議が終了したため議長は午後５時００分第８５回理事会の終了を宣言した。 

  次回第８６回理事会は平成２９年１月１９日１４：００～１５：３０ 

  ちなみに賀詞交歓会は同日１６：００－１８：００。 
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表紙写真
晩秋の上高地（田代湿原から穂高岳）
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